
主催：(一社)全日本建設技術協会、山形県（予定）、山形市（予定）  後援：国土交通省 

第６９３回建設技術講習会（上水道行政の課題・下水道行政の課題）概要 
～上水道行政及び下水道行政施策の最新情報と重要施策の具体の取組について学ぶ～ 

会場 …… （合同／（２日目）下水道部門 山形テルサ（テルサホール） 
（２日目）上水道部門 〃  （アプローズ） 

 〒990-0828 山形県山形市双葉町1-2-3 TEL023-646-6677 

(１日目) 開場11:40   令和５年８月２３日 （水）【聴講（合同）】テルサホール （敬称略） 

12：40 

～

13：00 
あいさつ 

山形県知事 
山形市長 
(一社)全日本建設技術協会 常務理事 

吉 村 美栄子 
佐 藤 孝 弘 
秋 山 栄 一 

13：00 

～

14：00 
水環境改善に向けた取組 

国立研究開発法人土木研究所 

流域水環境研究グループ水質チーム上席研究員 
山 下 洋 正 

14：10 

～

15：10 
水道整備・管理行政の移管 厚生労働省医薬・生活衛生局水道課課長補佐 末 益 大 嗣 

15：20 

～

15：40 

【地域事業の紹介①】 
鶴岡浄化センターBISTRO下水道の取組について 

鶴岡市上下水道部下水道課浄化センター 
所長補佐 

松 浦 正 也 

15：40 

～

16：00 

【地域事業の紹介②】 
激甚化する自然災害への備え 山形県企業局水道事業課課長補佐 川 崎 博 人 

16：00 

～

16：20 

【地域事業の紹介③】 
山形市の上下水道事業について 

山形市上下水道部経営企画課上下水道企画推
進総括主幹（兼）経営企画課長補佐 丹 野 芳 和 

「参加者同士の交流会・講師との意見交換会」＜希望者のみ＞ 

(２日目) 開場 9:00 ８月２４日 （木）【聴講（上水道部門）】アプローズ （敬称略） 

 9：40 

～

10：40 
最近の水道行政の動向について 厚生労働省医薬・生活衛生局水道課課長補佐 武 田  正太郎 

10：50 

～

11：50 
水道水質管理の最近の動向について 

厚生労働省医薬・生活衛生局水道課 
水道水質管理室室長補佐 野 澤 秦 

13：00 

～

14：00 
上水道における管路更新を促進するための取組 

(一社)日本ダクタイル鉄管協会技監 
管路更新を促進する工事イノベーション研究
会事務局長 

木 村 康 則 

14：10 

～

15：10 

水道情報活用システム及び水道事業におけるデー
タ利活用の動向について

独立行政法人情報処理推進機構 
社会基盤センターＤＸ推進部研究員 伊 藤 正 太 

15：20 

～

16：20 

広島県水道広域連合企業団の広域計画 
～ＤＸを活用したサービスの向上～ 

広島県水道広域連合企業団企画課長 谷 口 淳 

16：20 

～

閉会のあいさつ 山形市都市整備部長 伊 藤 林 也 

(２日目) 開場 9:00 ８月２４日 （木）【聴講（下水道部門）】テルサホール （敬称略） 

 9：40 

～

10：40 
三浦市公共下水道（東部処理区）運営事業について 三浦市上下水道部下水道担当部長 本 島 慎 也 

10：50 

～

11：50 
下水汚泥資源の肥料利用・脱炭素化に向けた取組 

国土交通省 水管理・国土保全局下水道部 
下水道企画課企画専門官 末 久 正 樹 

13：00 

～

14：00 

地方公共団体の下水道事業への支援 
～日本下水道事業団（JS）の取組について～ 

日本下水道事業団事業統括部計画課長 山 縣 弘 樹 

14：10 

～

15：10 

鶴岡市における下水道資源有効活用の取組 
～「食」「資源」「経済」の地域内循環の実現へ～ 

鶴岡市上下水道部長 山 口 幸 久 

15：20 

～

16：20 
下水道行政の最近の動向について 

国土交通省水管理・国土保全局下水道部 
下水道企画課下水道事業調整官 

堂 薗 洋 昭 

16：20 

～

閉会のあいさつ 山形県県土整備部技術統括監兼次長 竹 内  晃 

(３日目) 集合 8:00～ ８月２５日 （金）【現場研修】 （敬称略） 

JR山形駅西口ワシントンホテル前（8:20）出発 
→ 鶴岡市鶴岡浄化センター［鶴岡市］→ 昼食（鶴岡市内）
→ 山形県企業局村山広域水道 西川浄水場［山形県］→ 山形市松原浄水場［山形市］
→ ＪＲ山形駅（16:30）着後解散

※解散時刻は道路混雑等の交通事情により多少超過する場合もありますので予めご了承ください。
※講習会日程・現場研修は都合により、講師・講義内容・現場研修コースなどに変更が生じる場合があります。

 全建ＣＰＤ(継続教育)制度：聴講８単位 ／ 現場1.25単位 

ＣＰＤＳ認定(予定)プログラム：聴講＊＊ユニット ／ 現場３ユニット 


